
2023年

時 期 １年Ｂ巡 単元 実習 教科名

2023.4.1

総時限 １６時限 石井

必要時限 １６時限 後藤

　指導教員の実務経験 該当 非該当

自動車整備科・一級自動車工学科・

自動車整備スポーツメカニクス科
授業計画

計測２（エンジン分解組立）

科 目 実習
教科書等

持参品

　３級/２級ガソリン自動車
発行日

　３級/２級二輪自動車

　基礎自動車整備作業

　➀正しく計測ができ、部品交換の判定が出来るようになる。

教科担当
　日産４級整備テキスト　エンジン編

　自動車の構造物、部品等を点検、調整する実務経験がある教員により計測技術について指導する。

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　➀エンジンのＯＨ後、始動に必要な点検、調整を理解する。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

  　　整備科、ＳＰＭ科　６０点以上で合格、工学科　７０点以上で合格。

　②エンジンの分解、組立、点検方法を習熟し、安全に出来るようになる。

　③エンジン組み立て完了後の点検が出来るようになる。

　④エンジンの圧縮圧力の点検、判定が出来るようになる。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　１）履修試験での学習評価　　実技試験６０点、筆記試験４０点にて総合評価する。

  ２）出題試験項目

　　１．実技試験　　　　　　　　　　　　２．筆記試験　　　

　　　　①バルブクリアランスの点検。　　 　①エンジンの点検、調整。　　　　　　　　　

　　　　②バルブの調整　　　　　　　　　　　

　準備学習

　事前に次回の授業内容範囲を予習して、テキストを読んでおき、授業内容や質問事項等を学習する。

　実習ノートをもとに、各装置の名称、役割、目的を事前に調べてまとめておく。



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 　３G83型エンジン 10

2 　作業台（小） 10

3 　パーツスタンド 22

4 　トルクレンチ（23Nm） 10

5 　シクネスゲージ 20

6 　マイクロメータ（25㎜） 20

7 　コンプレッションゲージ 10

8 　タイミングライト 10

9 　排気ホース 10

10

11

12 　基礎自動車整備作業 各１

13 　日産TS4級整備エンジン編 各１

14 　実習ノート 各１

15 　バルブタイミング演習問題

16 　HR15DE型エンジンベンチ 10

　プラスチゲージ

３番圧縮上死点の出し方とバルブ・クリアランスの点検、調整

ピストンリングの幅、厚さ、合い口隙間の測定

３番圧縮上死点の出し方とバルブ・クリアランスの点検、調整

自動車整備科・一級自動車工学科・

自動車整備スポーツメカニクス科
2023年 授業計画

１年Ｂ巡 実習 計測２（エンジン分解組立）

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

４サイクルのバルブ機構と動きについて

バルブクリアランスの考え方バルブタイミングの解説測定できるバルブの確認

バルブクリアランス現物での確認バルブクリアランスの測定

　3級/2級ガソリンエンジン

　自動車
各１

バルブ・クリアランスの点検、調整練習２

プラスチゲージによるオイル・クリアランスの測定

カムリフト量の測定

カムリフト量の測定

バルブ・クリアランスの点検、調整練習１

圧縮圧力の測定

期末試験

圧縮圧力の測定、判定

点火時期の測定

点火時期の調整


